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１．研究計画の概要 
 
  近年の資源循環・環境負荷低減に向けた取
組から、牛糞なのどの廃棄物系バイオマスか
ら資源・エネルギー回収の重要性が高まって
いる。本課題は新しい資源回収法として、牛
糞から水素回収（水素発酵）法の研究が目的
である。 
 
２．研究の進捗状況 
 
(1)  牛糞の乾式水素発酵（水などを一切添加
せず低い水分状態でそのまま発酵）では、最
適発酵温度が 60℃で、水溶性発酵副産物は酢
酸であることを明らかにした。また、菌叢変
移を DGGE 法で解析した。その結果、
Clostridium cellulosi に類似した細菌が検出さ
れ、水素生産に関与する可能性が示唆された。 
 
(2) 乳牛の糞と尿を混合して蒸留水で希釈
したスラリーの水素発酵における水素生産
細菌の発酵特性を解析した。グルコースを基
質とした人工培地で5-6回の60℃と75℃連続
バッチ培養で水素生産細菌群を集積した。
75℃培養では Caldanaerobacter subterraneus
に高い相同性を示す細菌が優占化していた。
リアクター体積当りの水素発生量は 60℃と
75℃培養で差はなかったが、菌体当りの水素
発生量は 75℃培養の方が多かった。 
 
(3) 牛フンから 75℃でで集積された高度好
細菌群を使用した連続水素発酵の培養実験
を行った。グルコース(5 g/L)を基質とした人
工培地を用いて培地の滞留時間（HRT）を順
次 2，1，0.67，3 日と変化させ、発酵パター

ンの変化を測定した。その結果、菌体あたり
の水素発生量は 1.96-4.15 L-H2/g-VSS/d であ
った。これは、中温菌や中度好熱細菌の一般
的な値である 0.4-5.0 L-H2/g-VSS/d と比較し
て同程度である。集積された高度好熱細菌群
の菌体密度が低いためにリアクター体積当
りの水素発生量は 0.72-1.22 L-H2/L/d であり、
一般的な値より低かった。HRT 3 d で最大水
素収率、3.32 mol-H2/mol-glucose が得られた。
こ れ は 、 一 般 的 な 値 で あ る
0.8-2.5mol-H2/mol-glucose と比較して非常に
高い。集積された高度好熱細菌群はグルコー
スから菌体への変化率が低いために、結果と
してグルコースから代謝産物への変換率が
高まり、高い収率を示すと考えられる。これ
らの発酵特性は、高度好熱細菌独特の特徴と
考えられた。 
 
３．現在までの達成度 
 
 ②おおむね順調に進展している。 
細菌種に関する付加的なデータも得られ

ている。 
 
４．今後の研究の推進方策 
 
 牛糞単独ではなく食品残さ混合物からの
水素回収の可能性を検討する。 
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